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１ はじめに 

 シルバーハウジングとは、高齢者のひとり暮らしや高齢者世帯の方などが安心

して快適な生活ができるよう安全や利便に配慮した住宅の設備・設計を行うと共

に、生活援助員（ＬＳＡ：ライフサポートアドバイザー、以下「ＬＳＡ」という。）

による福祉サービスを適切に受けられるよう配慮された市営住宅です。 

シルバーハウジングでは、ＬＳＡが配置され、日中の勤務時間には、団地内の

ＬＳＡ事務室に常駐し、対象住戸の高齢者の生活支援を行います。ＬＳＡが不在

の時は代替職員が対応します。 

 なお、シルバーハウジングは特別養護老人ホームなどの施設ではありませんの

で、介護の必要な方は別に自己負担で介護サービスを受けていただきます。 

この「市営住宅シルバーハウジング使用のしおり」は、市営住宅で生活してい

ただくうえで守っていただきたいことなどをまとめたものです。よくご覧いただ

き、快適な生活を送ってください。 

 

２ ＬＳＡ(生活援助員)の業務 

ＬＳＡは次のとおりの業務を行います。 

 ① 入居者からの保健・福祉等に関する相談に応じ、適切な助言を行う。 

 ② 住宅に設置された通報装置等により、入居者の生活に異常が認められる場 

  合には速やかに安否確認を行う。 

 ③ 入居者が一時的に家事援助等を必要とする場合は、必要な援助を行う。 

 ④ 入居者が緊急に援助を必要とする場合には、関係機関等に連絡をとるなど、

適切な措置を行う。（緊急対応の必要がある場合は、病院・警察・消防署など

の関係機関に連絡をします。） 

 ⑤ 入居者が保健及び福祉のサービスを必要とする場合は、関係機関に連絡を

取り、必要に応じて申請の便宜を図るなどの対応を行う。 

 ⑥ その他入居者の日常生活に必要な援助を行う。 

 ⑦ ＬＳＡの勤務時間は、月曜日から金曜日の午前９時から正午までと午後１

時から午後５時までです。 

 ただし、土・日曜日、祝日及び１２月２９日から翌年１月３日の年末年始

は勤務しません。夜間及びＬＳＡが不在の時は社会福祉法人等が対応します。 

 ⑧ ＬＳＡが主体となって団らん室を使いシルバーハウジングの入居者の交流

の場を設けるような行事を実施します。団らん室の利用時間は平日の午前９

時３０分から午後４時３０分までです。（事情によって団らん室の利用時間が

変更になる場合があります。ＬＳＡへご確認ください。） 

 

 なお、入居者からＬＳＡへ連絡する場合は、住宅内に２か所設置されているハ

ンズフリーボックスの「相談」ボタンを押すことにより平日の日中はＬＳＡと話

すことができます。（この機能をご利用頂くためには、ＮＴＴの固定電話回線への



2 

 

加入が必要です。） 

ＮＴＴの固定電話回線へ加入していない方で、ＬＳＡに要件がある方は、

ＬＳＡ事務室（８頁参照）へ電話するか、ＬＳＡ事務室をご訪問ください。 

なお、緊急時には「呼出」ボタンまたは「非常」ボタンを押して下さい。 

（５～６頁参照） 

 

 

３  緊急時における立入り 

 緊急通報により住宅内での体調の急変等を確認した場合、または緊急通報があ

り応答がなかった場合には、ＬＳＡ（ＬＳＡ不在の時は代替職員）が緊急解錠シ

ステムを使用し、住宅に立ち入ることがあります。 

 

 

４ 鍵等の交付 

 入居時に玄関扉の鍵を２本、キーホルダーを２本を交付します。退去時に返還

できない場合は、実費を負担していただきますので、保管には十分注意して下さ

い。 

 

 

５ 各種申請・届出 

〔１〕承継入居の承認申請 

 許可なく市営住宅の名義を引き継ぐことはできません。 

 名義人が死亡し、または離婚により転出した場合において、同居している者が

引き続き住宅に居住を希望する時は、当該事実の発生後３０日以内に承継入居承

認申請書に関係書類を添付して申請を行ってください。 

ただし、承継後の世帯が次の入居資格条件に該当し、かつ次の承継条件の①～

③の事項に該当する場合に限ります。 

 

＜入居資格条件＞ 

日常生活において居宅の移動、食事、入浴、トイレ、着替えその他自力で基

本的な動作が可能な程度の健康状態にあり、次のいずれかの条件を満たす世帯。 

①満６５歳以上の単身者世帯 

②夫婦のいずれか一方が満６５歳以上の者からなる世帯 

③満６５歳以上の親族のみからなる世帯 

 

＜承継条件＞ 

① 承継する方の同居期間が１年以上あること（ただし、当初入居時からの
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同居親族は 1 年未満でも可）。 

② 承継後の世帯の収入が政令で定める基準以下の収入であること。 

③ 家賃滞納世帯及び不正入居等に該当していないこと。 

④ 入居時と同様に新たに保証人を立てられること。 

 

〔２〕同居者の異動届 

 同居者に死亡、転出による異動が発生したときは、名義人は事実発生後３０日

以内に同居者異動届出書にその事実を証明する書類を添えて、住宅供給公社に届

け出て下さい。同居者に異動があったときは、住民票や戸籍の届け出とは別に、

住宅供給公社への手続きが必要です。 

 

〔３〕同居の承認申請 

 入居当初の同居親族以外の者が同居できるのは、下記の①～③の事項に該当す

る場合に限ります。なお、名義人は同居人が増える場合は、同居承認申請書に関

係書類を添付し住宅供給公社に申請してください。承認を受けなければ同居はで

きません。 

 

① 同居後の世帯の収入が入居収入基準以下であること。 

② 同居しようとする者が名義人の配偶者・３親等の親族・養子または養父母

で、居宅における移動、食事、入浴、トイレ、着替えその他自力で日常生活

において基本的な動作が可能な程度の健康状態にあり、満６５歳以上である

こと。ただし、同居しようとする者が名義人の配偶者の場合は、満６５歳以

上であることを要しない。 

③ 家賃の滞納がなく、または不正入居等に該当していないこと。 

なお、名義人または同居しようとする者（住宅に困窮していること）が在宅

介護を要する状況にある場合は、事前に相談してください。 

 

〔４〕入居変更及び明渡し 

① 同居者の転出又は死亡により、満６５歳以上の者がいない世帯となったと

きは、市営住宅シルバーハウジング管理要綱第７条に基づき他の市営住宅へ

の入居変更又は明渡しをして頂きます。 

② 入居者が居宅における移動、食事、入浴、トイレ、着替えその他自力で日

常生活において基本的な動作の全部介助が必要となったときは、市営住宅シ

ルバーハウジング管理要綱第７条に基づき他の市営住宅への入居変更又は明

渡しをして頂きます。 

６ シルバーハウジングの生活援助員派遣費用負担額 

シルバーハウジングでは、ライフサポートアドバイザー（ＬＳＡ）からの福祉

サービスを受けられるほか、緊急通報システムを設置していますので、利用の有

無にかかわらず前年の所得税額に応じ、生活援助員派遣費用を下記の負担基準に
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より負担をしていただきます。 

 生活援助員派遣費用負担額は生計中心者の前年所得税額により決定されます。

そのため、入居者の方々には課税状況届出書を千葉市高齢福祉課へ必ず毎年提出

して頂くことになります。 

なお、課税状況届出書の提出については、千葉市高齢福祉課が毎年６月頃入居

者に通知します。提出して頂いた課税状況届出書により、８月からの負担額を決

めさせて頂きます。負担額の認定期間は８月１日から翌年の７月３１日までです。 

シルバーハウジング生活援助員派遣費用負担金については、入居した翌月から

納付書を１０～１５日頃に送付します。納付書の裏面に記載された金融機関にて、

納付期限までにお支払い下さい。  

 

生活援助員派遣費用負担基準         （平成 26年 6月 1日現在） 

利 用 者 世 帯 の 段 階 区 分 
入居者負担額 

（１か月当り） 

Ａ 生活保護法による被保護世帯        ０円 

Ｂ 
Ａ階層を除き、 

生計中心者の前年分所得税非課税世帯 
０円 

Ｃ 
Ａ階層を除き、生計中心者の前年分所得税年額 

９，６００円以下の世帯 
   １，５００円 

Ｄ 
Ａ階層を除き、生計中心者の前年分所得税年額 

９，６０１円以上３２，４００円以下の世帯 
   ２，６００円 

Ｅ 
Ａ階層を除き、生計中心者の前年分所得税年額 

３２，４０１円以上４２，０００円以下の世帯 
   ３，８００円 

Ｆ 
Ａ階層を除き、生計中心者の前年分所得税年額 

４２，００１円以上の世帯 
   ４，９００円 

※ 上記負担額は要綱改定により変更する場合がありますので、あらかじめ 

ご了承下さい。   （問合わせ先：千葉市高齢福祉課 043-245-5250） 

 

７ シルバーハウジングの機器及び利用方法について 

 

 シルバーハウジングでは、［１］在宅・不在の確認、［２］通報、［３］安否確認、

［４］救出の４つの目的別の装置が設置されています。 

 

［１］ 在宅・不在の確認 

【在宅・不在表示システム】 

 入居者の在宅、不在の確認を行うシステムで、玄関扉の鍵（キーホルダー）を
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玄関内に設置されたキーボックス（２人分のキーホルダーを収納可能）に差込む

ことにより、在宅であることをＬＳＡ事務室内の監視盤に表示し、在宅状況を把

握できるシステムです。 

（利用方法） 

  不在の信号が発信されるのは、キーボックスに鍵が無く、かつ、玄関扉を外

側から施錠した場合だけです。キーボックスに鍵が差し込まれていると、在宅

という信号が発信されます。 

  従って、外出するときは必ずキーボックスに鍵が差し込まれていないことを

確認してから玄関扉を施錠して下さい。また、在宅の場合は必ずキーボックス

にキーホルダーを差し込んで下さい。 

＜在・不在表示一覧表＞ 

ＬＳＡ事務室への表示 玄関扉外鍵 玄関扉内鍵 キーボックス 

☆ 不 在 閉  □キーホルダー無し 

★ 在 宅 閉  ■キーホルダー有り 

★ 在 宅  閉 □キーホルダー無し 

★ 在 宅  閉 ■キーホルダー有り 

  

玄関の内側に下記３つのスイッチ類があります。 

    

［２］ 通   報 

【緊急通報ボタン】 

 入居者が住宅内で体調の急変等があった時、入居者がボタンを押すことにより、

ＬＳＡ事務室、社会福祉法人等に通報されるシステムです。 

 「呼出ボタン」を浴室、トイレ、洋室に設置し、「呼出握りボタン」を和室に設

置しています。 

（利用方法） 

非常時にこれらのボタンを押すことにより、各住宅の外廊下にある警報ブザー

が鳴り、非常表示灯が点滅する（屋内警報ブザーも鳴る）と共に通報されます。 

 押しボタンについては、誤操作防止のため３０秒以内に再度押せば警報ブザー

と通報を共に取り消せます。しかし、３０秒を超えた場合にはもう一度押しても
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警報ブザーは止まらず、通報されます。（外廊下のブザーを止めるには、リセット

ボタンを押して下さい。） 

ただし、呼出握りボタンを押した場合は、３０秒を待たずに通報されます。（呼

出握りボタンには２度押しによる取消機能はありません） 

ＬＳＡが在室の時で、入居者の緊急時にこれらのボタンが押された場合は、天

井に設置されたマイクとスピーカーでＬＳＡ事務室と会話ができます。（平常時に

マイク機能は働きません） 

 

【室内警報ブザー】 

 呼び出しボタンを押したときに、入居者に非常呼出しがされたことを報せるた

めにブザーが鳴ります。 誤って「呼出ボタン」を押してしまった場合は、３０

秒以内にもう一度「呼出ボタン」を押すか玄関脇にある「リセットボタン」を押

すことにより、ブザーが止まります。 

 「呼出ボタン」を押した場合、３０秒以内には室内警報ブザーのみ鳴ります。 

「呼出ボタン」を押してから３０秒後に外廊下にある警報ブザーが鳴るととも

に非常表示灯が点滅します。 

 

【緊急通報電話機（ハンズフリーボックス）】 

 入居者が固定電話（ＮＴＴ）の回線の契約を行って頂くことにより、「相談」ボ

タンを押すと、ＬＳＡが在室の時はＬＳＡ事務室と通話ができます（NTT 固定電

話回線のご契約がないと通話はできません）。また、「非常」ボタンを押した場合

は、社会福祉法人等へ通報されます。 

また、通常電話の着信応答も「応答」ボタンを押すとハンズフリーで行うこと

ができます。通話を切る場合は、「とめる」のボタンを押して下さい。 

 なお、通話には通信費用がかかります。 

（注意） 

 なお、固定電話（ＮＴＴ）回線の契約を行って頂けない場合は、ＬＳＡの勤務

時間外に社会福祉法人等外部との通話ができません。ただし、入居者に緊急事態

が発生したときに「非常」ボタンを押した場合は、各住宅の外廊下にある警報ブ

ザーが鳴り、非常表示灯が点滅する（屋内警報ブザーも鳴る）と共に社会福祉法

人等へ通報されます。（通話はできません。） 
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  下図の様なハンズフリーボックスが住宅内に２か所設置されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【火災報知器】 

 住宅内の出火に対して、いち早く反応し、入居者へ警報を出すと共にＬＳＡ事

務室や社会福祉法人等に通報するシステムです。 

 

【ガス漏れ警報装置】 

 住宅内のガス漏れに対して、いち早く反応し、入居者へ警報を出すと共にＬＳ

Ａ事務室や社会福祉法人等に通報するシステムです。 

 

【インターホン】 

 ＬＳＡ事務室より住宅に対して、個別の呼び出し、一斉放送ができるようにな

っていますが、ＬＳＡ事務室からは住宅内の様子は聞くことができない秘密機能

となっています。 

 但し、異常事態発生時には、天井にあるマイク、スピーカーを通じてＬＳＡ事

務室との通話ができるようになっています。 

相談ボタン：緊急ではないが、LSA に要件がある場合

に押して下さい。LSA の勤務中は LSA

と通話ができます。 

※NTT 固定電話回線のご契約がないと

ご利用頂けません。 

※入居者負担の通信費がかかります。 

 

非常ボタン：体調が急変したときなど、入居者の 

      緊急時に押してください。警報ブザー 

      が鳴るとともに緊急事態であることを 

      LSA 事務室又は社会福祉法人等に通報 

      します。また、LSA の勤務中は LSA 

      と通話もできます。 

※平日の夜間や休日においては、通報 

されますが、通話はできません。 

※入居者負担の通信費がかかります。 

応答ボタン：かかってきた電話に応答する場合に押 

      します。ハンズフリーで会話ができま 

      す。 

とめるボタン：相談ボタン、非常ボタン、応答ボタ 

      ンでの通話を切る時に押して下さい。 
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［３］ 安 否 確 認 

【安否確認システム（水使用センサーシステム）】 

入居者の生活リズムの異変を察知するため、一定時間の水の使用を感知し、異

変があった場合にＬＳＡ事務室や社会福祉法人等に通報されるシステムです。 

 水道メーターの横に取り付けられた水センサーにより、各住宅の水の使用状況

を集中管理し、生活リズムの異変を早期に感知します。在宅時に１２時間水を使

用しなかった場合と一定流量以上の水が２時間連続して使用された場合を標準の

設定値として異変を察知します。 

 

［４］ 救   出 

【玄関扉解錠システム】 

 住宅内での体調の急変等いち早く対応を必要とする場合に、ＬＳＡ事務室等外

部から玄関扉の解錠ができるシステムです。 

 入居者が緊急時に「呼出ボタン」を押した場合など外廊下にある非常表示灯が

点滅している際は、玄関脇にある緊急解錠器カバーを開け、緊急解錠器のキース

イッチをＯＮにすることにより、電気錠、Ｕフック錠が解錠されます。また、集

中管理しているＬＳＡ事務室からも解錠できます。 

 なお、緊急時以外は緊急解錠器で解錠することはできません。 

（利用方法） 

  ＬＳＡ事務室または玄関脇にある緊急解錠器など外部から玄関扉が解錠され

た場合は、電気鍵が解錠されるとともにＵフックを引っかけるＵフックピンが

引っ込みます。その後通常どおり使用するためには、Ｕフックを引っかけるＵ

フックピンを指で引き出し右に９０度ひねって下さい。 
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８ シルバーハウジング関係連絡先 

○生活援助員派遣費用負担金関係 千葉市高齢福祉課 (２４５）５２５０ 

○生活援助員に関する問い合わせ 千葉市高齢福祉課 (２４５）５２５０      

 ○ＬＳＡ事務室                  （２６４）９０５５ 

 

なお、福祉施設等への入所手続きについてはＬＳＡへご相談下さい。 
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